
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教え子をふたたび戦場に送らない 

兵庫高教組新聞 
２０２３年 ４月８日 全職員版 

神戸市中央区北長狭通５丁目２－１０  

兵庫県高等学校教職員組合 発行 

ＴＥＬ：（０７８）３４１－６７４５  

E-mail：honbu@hyogo-kokyoso.com 

高教組 Fb 

集まれば元気！語り合えば勇気！ 

元気に前進しよう！ 

 中央執行委員長 中村 太朗 

十数年ぶりの大寒波に見舞われたこの冬でしたが、一転、春の訪れ

は早く、穏やかな季節を迎えようとしています。 

 この 4月より、長く中央執行委員長を務められた小野泰司先生の後

任として、新しく中央執行委員長に選出された中村太朗です。伝統と

歴史のある、そして兵庫の労働運動の中核として奮闘してきた兵庫高

教組の委員長という大役、本当に身が引き締まる思いです。 

 さて、この 3年間、コロナ禍で先行きの見通せない日々が続きました。

リモートという形での集まりも多くなり、今までの当たり前が変化しまし

た。学校でもマスク越しの授業、感染対策で行事の変更・縮小もあり、

生徒たちも教職員も息苦しい毎日でした。 

 「集まれば元気！語り合えば勇気！」昔から組合活動の合い言葉とし

て言われてきました。私も若い頃、色々な先輩方に色々な集会や学習

会に連れて行っていただき、お酒も飲ませていただき、熱く語らう中で

教師として育てていただいた。そんな思いがあります。それだけに、コロ

ナ禍での「集まること」への制限を、非常に悲しく感じていました。 

 今春からは学校現場での感染対策も変化しようとしています。 

その変化には何かウラ（政治的な意図）があるのかもしれませ

ん。そもそもコロナの警戒レベルを下げることに賛否がある上、健

康上の理由を抱えておられる生徒や教職員もおられるでしょう。

そこには十分に配慮しつつ、活気ある学校生活や生徒との豊か

な関わり、教職員の「集まって元気になれる場」が取り戻すこと

ができればと思います。 

職場では世代交代が進んでいます。私たち高教組の活動の

あり方も、工夫して少しずつ変えていく、そんなことも議論してい

けたらと考えています。 

 現在の学校現場には、多忙化や欠員、教育評価の問題など本

当にたくさんの困難と考えなければならない課題があります。そ

の全てをすぐに解決することは難しいかもしれません。ですが私

たちには「高教組」があります。「集まれば元気！語り合えば勇

気！」今こそみんなで団結し、みんなが笑顔になれる学校を、共に

作っていきましょう。 

 

 

今年度は従組にとって非常に大きな節目の年になります。 

その一つは、技能労務職給料表の大幅な変更です。我々の給料表

は、先輩方から長きにわたり受け継がれて来た兵庫県独自の全国でも

トップレベルの給料表でした。しかし、数年前からそのことを指摘され続

け約一年前に当局から改悪提案が出されました。その後、度重なる交

渉を経た結果、全国各自治体では早々と導入されている国行(二)給料

表が、とうとう令和 5年 4月 1日から兵庫県にも導入されました。 

従組の奮闘の結果、若干マイナス影響を受ける職員は居るものの、

当初の大幅賃下げは跳ね返し、その交渉の中で強く要求し続けた我々

の積年の願いでもあり臨時職員にも将来的な希望がみえる採用試験

の再開(約 21年ぶり)を勝ちとることが出来ました。ただ、これに満足せ

ず今後も臨時職員に対する賃上げや、技能労務職全体の処遇改善に

向けた取り組みをさらに強化していきたいと考えています。 

今一度初心にかえり、職場での仲間づくりの声かけからはじめていき

たいと思います。共に頑張りましょう！ 

         兵庫県高等学校従業員組合委員長  福田 純次 

高教組 HP 

 

 

2023年度障教組は、「働くものと子どもを大切にする学校をつく

る」を基本方針に据え、決してあきらめない「要求運動」と互いに支

え合う「学習と交流」の2つに柱をまとめ、運動を展開していきます。 

ひとり一人の願いに寄り添い、支え合う組合として、元気に働ける職

場、子どもも教職員も大切にする学校を皆さんとともにつくっていき

たいと思います。 

  昨年度は、但馬の統合問題や東播地域の教室不足解消を保護

者や地域とともに取り組み、大きく前進させることができました。寄

宿舎職員の採用試験再開など、組合が長年要求し続けてきたこと

も実を結びました。多忙化、教員不足など課題は山積みですが、粘

り強く声を上げ続けることが大事です。一方で、組合活動も大きな

変革の時期になってきています。「ひとり一人が大切にされる社会

に」という大切な軸の部分は決して変わりませんが、活動展開は幾

通りもあるはずと思います。今年度は皆さんとともに知恵を出し合

い、障教組を『ブラッシュアップ』する決意です。 

 

兵庫県障害児学校教職員組合委員長 中西 園枝 

節目の年 共に頑張りましょう！ 知恵を出し合い、ブラッシュアップの年に！ 

いっしょに活動している組合からもご挨拶 

高教組は、公立の高校と県立

の特別支援学校の教職員の

組合です 

組合員は組合の情報交流の広場「グループ

line」にぜひご参加ください。 

 

公
開
中
！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前  

所属  

住所  

TEL  

Mail 

 

携帯 

PC 

職種 

該当に〇 

教諭  寄宿舎教員  技能労務職  事務職  

その他（      ） 

正規職員  臨時教職員  時間講師 

全教共済 

該当に〇 

加入している（            ） 

未加入 この機会に加入 ・ 説明を希望 

給料号数 

（号給） 

 

特記事項 

質問等 

 

ひとりなら愚痴、でも労働組合で取り組めば要求になる 

ひとりの悩みが、労働組合で取り組めば職場の改善になる 

高教組はあなたを守ります。 

みんなのための組合をみんなで守るために、加入しましょう！ 

 

２０２３年度高教組役員（まだ補充選挙中なので一部紹介） 

【委員長】   中村太朗（龍野北高） 

【副委員長】 岡本匡史（明石清水高）稲次 寛（北条高） 

中西園枝（いなみ野特）中村邦男（武庫荘総合高） 

            島田茂久（神戸市立神戸工科高） 

【書記長】   赤松弘基（専従） 

 

 

 先読み加配制度実現！ 運用始まる 
  

 すでに各職場で運用が開始されていると思います。５月１日から７月末ま

でに産休・育休に入る方の代替が、４月１日から「先読み」で配置されるこ

とになりました。当面の「代替が見つからず欠員が生じる」ことの対策とし

て実施されます。高教組でずっと県に要求を続けてきたことが実を結んだ

わけで、安心して産休に入ることができる道が開けつつあります。まだまだ

運用や制度内容に課題は大きいと思いますので、皆さんのご意見や要望

を聞かせてください。 

困った時 組合があります 

兵庫県高等学校教職員組合に加入を申し込みます  年  月  日 

新緑の５月 参加してみませんか 

５月１日１０時～ メーデー（みなとの森公園） 

５月３日１４時～ 憲法集会（みなとの森公園） 

組合加入 お待ちしています  

FAX・郵送・メールでお知らせください 

高教組ホームページからも仮加入できます 

 

兵庫県中央労働センター ２０１号（元町） 

★採用試験最新情報 ★合格体験談 

★入門講座・面接対策 ★願書作文の攻略講座 

申し込みは koukyousosaiyou@yahoo.co.jpまで 

所属校の組合の先生を通じてもらっても OK 

５月７日（日）１３：３０～１６：４５ 

詳細は高教組

Fbにアップして

います 

担当弁護士 松山秀樹氏 

連絡先：高教組書記局 TEL or mailでどうぞ 

 or 

mailto:koukyousosaiyou@yahoo.co.jp

